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28
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会
議

★
公
共
施
設
運
営
に
つ
い
て
。

①
公
共
施
設
白
書
の
策
定
と
公
開

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

策
定
は
他
自
治
体
と
比
較
検

討
し
、
維
持
管
理
に
関
す
る
デ
ー

タ
等
を
追
加
し
、
完
成
し
て
い

ま
す
。

　

公
開
は
平
成
28
年
度
当
初
に
議

会
へ
説
明
を
行
い
、
町
民
の
方
に

公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
公
共
施
設
管
理
計
画
は
。

　

平
成
28
年
度
上
期
に
第
３
者
を

含
め
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
検

討
委
員
会
を
設
置
、
年
度
末
ま
で

に
議
会
へ
の
報
告
、
町
民
の
方
に

公
表
を
行
う
予
定
で
す
。

③
指
定
管
理
者
等
の
評
価
委
員
会

で
の
評
価
基
準
は
。

　

内
容
は
「
事
業
の
運
営
、
施
設

の
維
持
管
理
、
利
用
者
の
満
足
度
、

歳
入
歳
出
」
の
４
つ
の
観
点
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
の
評
価
27
項
目

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
評
価
（
自
己
評
価
）
は
３

段
階
、
行
政
に
よ
る
評
価
（
担
当

課
評
価
）
と
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価
は
、
５
段
階
に
よ
る
総
合
評

価
と
総
体
評
価
を
加
え
て
評
価
し

て
い
ま
す
。

④
評
価
の
課
題
に
対
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
が
果
た
さ
れ
て
い
る
か
。

　

評
価
結
果
は
施
設
担
当
課
を
通

じ
て
、
各
指
定
管
理
者
に
通
知
し

ま
す
。

　

施
設
担
当
課
は
、
管
理
運
営
が

必
要
な
水
準
に
達
し
て
い
な
い
事

項
が
あ
る
場
合
は
、
口
頭
又
は
文

書
で
改
善
の
措
置
を
指
示
・
指
導

し
、
対
応
状
況
を
施
設
担
当
課
で

確
認
し
ま
す
。

★
次
代
の
社
会
を
担
う
若
者
が

活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
町
長
の
諮
問
機
関
の
設
置
は
。

　

諮
問
機
関
で
は
な
く
、
現
在
若

手
農
業
者
の
方
等
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
対
象

を
広
げ
、
施
策
に
反
映
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

★
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
支

援
に
つ
い
て
。

①
奨
学
金
拡
充
の
検
討
結
果
は
。

　

昨
年
９
月
の
一
般
質
問
に
お
け

る
償
還
免
除
の
検
討
の
件
に
つ
い

て
は
、
各
奨
学
会
の
運
営
審
議
会

を
毎
年
５
月
に
開
催
し
て
い
る
た

め
、
現
在
こ
の
件
に
関
し
て
お
諮

り
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
現
状
の
町
独
自
の
奨
学
金
は
地

域
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、
教
育

の
機
会
均
等
の
観
点
か
ら
問
題

が
あ
る
の
で
は
。

　

旧
奥
津
町
出
身
の
個
人
の
方
か

ら
の
寄
附
や
旧
上
齋
原
村
が
基
金

を
創
設
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
で
設
置
さ
れ
、
目
的
も
地
域

を
限
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
基
金

の
額
も
小
額
で
現
在
の
全
町
に
拡

充
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
や
岡
山
県

育
英
会
等
の
奨
学
金
制
度
の
利
用

で
対
応
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
町
全
域
を
対
象
と
し
た
奨
学
金

制
度
の
新
設
を
し
、
償
還
免
除

型
の
制
度
と
し
て
は
ど
う
か
。

　

多
額
の
財
政
負
担
と
運
用
に

係
る
新
た
な
職
員
の
配
置
が
必

要
と
な
る
た
め
、
現
状
で
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
に

向
け
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

★
介
護
・
医
療
ミ
ス
等
に
つ
い
て
。

①
公
共
施
設
内
の
事
故
報
告
は
あ

る
か
。
そ
の
中
で
重
大
事
故
は
。

　

事
故
報
告
は
あ
り
ま
す
が
、
重

大
事
故
と
思
わ
れ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
介
護
施
設
内
で
起
こ
る
事
故

や
虐
待
を
無
く
す
た
め
行
政
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い

る
か
。

　

事
故
や
虐
待
を
無
く
す
た
め
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
例
を
職
員
間

で
共
有
す
る
た
め
の
勉
強
会
の
開

催
や
研
修
会
へ
の
参
加
等
し
て
い

ま
す
。

　

県
に
よ
る
実
施
指
導
監
査
時

に
そ
の
取
り
組
み
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

③
全
国
的
に
介
護
事
故
や
虐
待
が

隠
ぺ
い
さ
れ
て
い
る
が
、
町
が
関

与
し
て
い
る
施
設
に
は
発
生
し

て
い
な
い
か
。
あ
れ
ば
対
応
は
。

　

認
知
し
て
い
る
件
数
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
家
族
か
ら
の
苦
情
、
通

報
の
事
例
は
あ
り
ま
す
。

　

町
は
事
実
確
認
を
行
い
、
改
善

す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
施
設
よ

り
再
発
防
止
策
を
県
及
び
町
へ
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

④
新
町
に
な
っ
て
公
共
医
療
機
関

で
の
医
療
ミ
ス
と
、
あ
れ
ば
対

応
は
。

　

医
療
過
誤
を
含
め
医
療
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
医
療
過
誤
は
あ
り
ま
す
。

　

医
療
安
全
管
理
指
針
に
よ
り
速

や
か
に
初
期
対
応
を
行
い
、
院
内

の
報
告
経
路
に
従
っ
て
、
提
出
さ

れ
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
報
告
書
を
院

長
及
び
医
療
安
全
管
理
委
員
会
に

提
出
を
行
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
発
生
状
況
を
確
認
し
、

原
因
の
究
明
、
手
順
の
改
善
策
を

協
議
し
、
事
故
の
再
発
防
止
策
を

講
じ
、
職
員
全
体
で
今
後
の
防
止

策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

★
行
政
訴
訟
に
つ
い
て
。

①
新
町
に
な
っ
て
福
祉
施
設
と
医

療
施
設
の
訴
訟
は
あ
る
か
。
あ

れ
ば
対
応
は
。

　

福
祉
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

医
療
施
設
で
１
件
あ
り
ま
す
。

　

医
療
過
誤
に
よ
る
損
害
賠
償
を

求
め
る
訴
訟
で
、
平
成
21
年
４
月

30
日
付
け
、「
原
告
の
請
求
を
い
ず

れ
も
棄
却
す
る
」
判
決
と
な
っ
て

い
ま
す
。

★
町
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
。

　

町
職
員
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
を
平
成
26
年
度
に
２
回
、

平
成
27
年
度
に
１
回
実
施
し
、
再

発
防
止
と
法
令
順
守
の
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

★
香
典
返
し
寄
付
金
と
児
童
放

課
後
ク
ラ
ブ
保
育
料
の
窃
盗

事
件
に
つ
い
て
。

①
時
効
は
い
つ
か
。

　

最
初
の
事
件
発
生
の
日
か
ら
７

年
後
で
す
。

②
津
山
警
察
署
に
対
し
積
極
的
な

早
期
解
決
に
向
け
て
行
動
を

と
っ
て
い
る
か
。

　

再
三
、
津
山
警
察
署
長
に
依
頼

一
般
質
問

（
３
月
11
日
）


